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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

８年９月期 9,909 3.6 260 △2.5 209 △16.4 149 △13.2

７年９月期 9,569 △2.2 267 132.1 250 123.7 172 126.5

（注）包括利益 ８年９月期 184百万円 （△32.3％） ７年９月期 273百万円 （279.2％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

８年９月期 28.76 － 4.8 2.2 2.6

７年９月期 32.12 － 5.8 2.5 2.8

（参考）持分法投資損益 ８年９月期 －百万円 ７年９月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

８年９月期 9,324 3,215 34.5 614.57

７年９月期 9,779 3,066 31.4 590.88

（参考）自己資本 ８年９月期 3,215百万円 ７年９月期 3,066百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

８年９月期 340 △138 △114 981

７年９月期 397 △111 △456 894

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

７年９月期 － 0.00 － 10.00 10.00 53 31.1 1.8

８年９月期 － 0.00 － 10.00 10.00 53 34.8 1.7

９年９月期（予想） － 0.00 － 10.00 10.00 24.8

１．令和８年９月期の連結業績（令和７年10月１日～令和８年９月30日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況



（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,670 7.7 355 36.1 325 55.1 210 40.1 40.28

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） ８年９月期 5,391,000株 ７年９月期 5,391,000株
②  期末自己株式数 ８年９月期 158,277株 ７年９月期 201,577株
③  期中平均株式数 ８年９月期 5,213,114株 ７年９月期 5,378,778株

（１）個別経営成績                                                       （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

８年９月期 9,186 5.3 190 12.2 167 △0.5 113 △1.1

７年９月期 8,724 △4.3 170 94.7 168 102.6 114 139.7

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

８年９月期 21.69 －

７年９月期 21.25 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

８年９月期 9,025 3,083 34.2 589.21

７年９月期 9,407 3,005 31.9 579.07

（参考）自己資本 ８年９月期 3,083百万円 ７年９月期 3,005百万円

（％表示は対前期増減率）

売上高 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,870 7.4 320 90.8 205 81.3 39.32

３．令和９年９月期の連結業績予想（令和８年10月１日～令和９年９月30日）

※  注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．令和８年９月期の個別業績（令和７年10月１日～令和８年９月30日）

（２）個別財政状態

２．令和９年９月期の個別業績予想（令和８年10月１日～令和９年９月30日）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料Ｐ.４「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）
　当社は、令和８年11月27日(金)に機関投資家向けにWEB説明会を開催する予定です。この説明会で使用する決算
説明資料につきましては、当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当期のわが国経済は、地政学リスクを背景とする原油価格の高止まりや円安により物価上昇が続いたものの、賃

上げや設備投資需要の拡大に支えられ、緩やかな回復基調を維持いたしました。一方、当社の主要市場である住宅

関連市場では、建設費の高騰に加え、住宅ローン金利の上昇が新設住宅着工戸数の漸減傾向に拍車をかける結果と

なりました。

　こうした経営環境のもと、設備投資需要を受注に結び付けた産業機器事業・食品機器事業が好調に推移し、イン

ダストリーセグメントの売上高は前期を大きく上回りました。一方、プロフェッショナル、コンシューマの両セグ

メントはほぼ横ばい、ニュー・インダストリーセグメントは前期をやや下回りました。この結果、当連結会計年度

の売上高は9,909百万円（前期比3.6％増）となりました。損益面では、仕入原材料、仕入商品の価格上昇による原

価の増加、加えてインテリア総合カタログの発刊費用などの経費の増加により、営業利益260百万円（同2.5％

減）、経常利益209百万円（同16.4％減）、親会社株主に帰属する当期純利益149百万円（同13.2％減）となりまし

た。

　セグメント別の経営成績は、以下のとおりであります。

①プロフェッショナルセグメント

　プロフェッショナルセグメントは、インテリア内装施工機器・工具・副資材を主力商材とするインテリア事

業、畳製造装置を主力商材とする畳事業、当社が目指す2.4次産業型企業の先駆けとして前期に開始したソリュ

ーション＆ネットワーク事業で構成しております。当連結会計年度の売上高は6,809百万円（前期比0.8％増）、

営業損失108百万円（前期は営業損失90百万円）となりました。

　インテリア事業では、新設住宅市場停滞の影響打開を期待して、多数の新商品を掲載した総合カタログ(Vol.

17)を令和８年４月１日に発刊いたしました。しかし、同時期に中東情勢が悪化し、一部商品について品薄感に

敏感に反応した大量の駆け込み受注が発生し、その混乱を避けるため出荷を一時停止いたしました。さらに、原

油由来商品などの仕入価格が急騰したため、発刊から３カ月後に早くもカタログ価格を見直すなど、本来計画さ

れた販売活動を妨げる要因が相次ぎました。その結果、売上高は6,125百万円となりました。

　畳事業では、当社の畳製造装置を活用して経営・生産の近代化をはかる「畳店経営の構造改革」を畳店に提案

するとともに、工具などのインターネット販売を推進いたしました。また、「ものづくり・商業・サービス生産

性向上促進補助金」（中小企業庁）などを活用する案件も再び増加いたしました。その結果、黒字回復は達成で

きなかったものの、売上高は当連結会計年度を通じて回復基調で推移し、売上高は643百万円となりました。

　ソリューション＆ネットワーク事業では、適正な事業規模の確保に向け、見積・請求管理クラウドツールの契

約者拡大と、内装店・畳店向けデジタルプリンターの販売を引き続き推進しました。当連結会計年度は、デジタ

ルプリンターの販売が進んだ一方、補助金を活用したクラウドツールのセット販売が伸び悩み、売上高は41百万

円となりました。

②コンシューマセグメント

　コンシューマセグメントは、葬祭用畳をはじめとする特殊機能畳などを販売するコンシューマ事業、畳替え工

事の仲介や、産業用・一般住宅用の太陽光発電システム及びリフォーム工事を手掛けるサステナブル・リノベー

ション事業、並びに売電事業で構成しております。当連結会計年度の売上高は745百万円（前期比0.0％減）、営

業利益5百万円（同72.9％減）となりました。

　コンシューマ事業では、棺用畳について大手を含む複数の葬儀場を新規開拓するとともに、特殊機能畳につい

て学童・デイサービス施設、スポーツ・フィットネス施設、長距離フェリーなどの新たな需要開拓に取り組みま

した。その結果、売上高は460百万円となりました。

　サステナブル・リノベーション事業では、住宅向け畳替え需要が緩やかに増加した一方、太陽光発電システム

は大型案件を受注したものの売上にまで至りませんでした。その結果、売上高は235百万円となりました。

　兵庫県佐用町のメガソーラー発電所「三日月サンシャインパーク」をはじめとする売電事業は順調に稼働いた

しましたが、関西電力からの出力抑制の要請が増加し、売上高は48百万円となりました。

③インダストリーセグメント

　インダストリーセグメントは、畳製造装置やインテリア内装施工機器の開発・製造で培った「縫製」「裁断」

「検尺」「塗布」「剥離」「折畳」「測定」などのコア技術を活用し、オーダーメイドの産業用機器を開発する

産業機器事業と、みそ汁やうどん・そばなどに対応するマルチディスペンサーをはじめとしたオリジナル厨房用

省力化機器を販売する食品機器事業で構成しております。当連結会計年度の売上高は1,631百万円（前期比

33.0％増）、営業利益293百万円（同22.4％増）となりました。
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　産業機器事業では、活発な設備投資需要を反映して、二次電池製造装置の継続受注に加え、温度センサーなど

新分野の製造装置の受注、売上が相次ぎました。また、現政権が重点施策と位置付ける「中小・零細企業の労働

力不足」という社会課題の解決に貢献する省人化システムなど、新たなニーズにも積極的に対応しております。

その結果、売上高は1,110百万円となりました。

　食品機器事業では、大手回転寿司チェーンからマルチディスペンサーの大規模な入れ替え案件を受注し、売上

高が大きく伸長いたしました。その結果、売上高は521百万円となりました。

④ニュー・インダストリーセグメント

　令和２年10月１日に子会社化した株式会社ＲＯＳＥＣＣを当セグメントに位置付け、同社が強みを持つ自動車

関連業界に加え、住宅設備関連業界の開拓を進めております。当連結会計年度は大型案件が少なく、業績はやや

低調に推移いたしました。一方、既述したインダストリーセグメントの温度センサー製造装置の開発に同社のロ

ボット技術を活用することができ、期待したシナジー効果を発揮することができました。その結果、売上高は

722百万円（前期比14.5％減）、営業利益48百万円（同42.2％減）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

①資産の部

　当連結会計年度末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べ454百万円減少し、9,324百万円となりまし

た。資産のうち流動資産は、主に受取手形が194百万円減少、電子記録債権が201百万円減少したことにより、

409百万円の減少となりました。固定資産につきましては、投資その他の資産が61百万円増加しましたが、有形

固定資産が85百万円減少、無形固定資産が20百万円減少したことにより、45百万円の減少となりました。

②負債の部

　当連結会計年度末の負債につきましては、前連結会計年度末に比べ604百万円減少し、6,108百万円となりまし

た。負債のうち流動負債は、短期借入金が230百万円増加しましたが、支払手形及び買掛金が67百万円減少、電

子記録債務が426百万円減少、未払法人税等が54百万円減少したこと等により、327百万円の減少となりました。

固定負債につきましては、主に長期借入金が267百万円減少したことにより、277百万円の減少となりました。

③純資産の部

　当連結会計年度末の純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ149百万円増加し、3,215百万円となりま

した。自己株式の減少により18百万円増加、利益剰余金が96百万円増加、退職給付に係る調整累計額が24百万円

増加したこと等によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ87百万円増

加し、981百万円となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度の営業活動の結果、資金は340百万円の増加（前連結会計年度は397百万円の増加）となりまし

た。これは主に、税金等調整前当期純利益196百万円、減価償却費195百万円、売上債権の減少369百万円、棚卸資

産の減少92百万円等の資金増加要因が、仕入債務の減少492百万円等の資金減少要因を上回ったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度の投資活動の結果、資金は138百万円の減少（前連結会計年度は111百万円の減少）となりまし

た。これは主に、定期預金の純増加33百万円、有形固定資産の取得による支出69百万円、無形固定資産の取得によ

る支出16百万円、その他19百万円等の資金減少要因によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度の財務活動の結果、資金は114百万円の減少（前連結会計年度は456百万円の減少）となりまし

た。これは主に、長期借入金の返済による支出267百万円、配当金の支払額53百万円等の資金減少要因が、短期借

入金の純増加額230百万円等の資金増加要因を上回ったためであります。

- 3 -

KLASS株式会社（6233） 令和８年９月期 決算短信



（４）今後の見通し

・経営環境と事業方針

　今後の経営環境は、政府による戦略17分野への成長支援を追い風に、大手企業の設備投資や労働力不足に対応

する省力化システムへの投資が拡大し、個人消費も緩やかに持ち直すことで、景気回復が続くと予想しておりま

す。

　なかでも、中堅・中小企業、並びに小規模事業者の労働力不足という喫緊の「社会課題」の解決のニーズの高

まりは、自動化・省力化機械の設計・開発を主力とするインダストリーセグメントを擁する当社にとって、事業

規模拡大の絶好のチャンスになると見込んでおります。

　一方、当社の主要市場である新設住宅市場は、資材・人件費の高騰や住宅ローン金利の上昇などによる漸減傾

向が続いており、急速な回復は見込みにくい状況です。また、中東地域の紛争長期化に伴う原油価格の高止まり

や、原油由来の原材料・商品の大幅な値上がりも、景気の先行きを不透明にする要因として懸念しております。

　こうした経営環境を踏まえ、令和８年９月期の実績に基づいて、解決すべき課題の重要性と優先順位を明確に

しつつ、各事業を推進してまいります。

プロフェッショナルセグメント

○インテリア事業

　インテリア事業では、令和８年９月期において中東情勢の悪化と新カタログの発刊時期が重なり、販促活動

にかなりの影響を受けましたが、紛争による悪影響は次第に和らいでおります。今後は、カタログ掲載の新商

品の販売を加速させて、既存分野におけるシェアの維持・向上をはかってまいります。また、周辺関連市場の

さらなる開拓と拡大に向けて設置した専門部署をフル稼働させて、一層の業績拡大を目指してまいります。

○畳事業

　畳事業では、「後継者定着と円滑な事業承継による畳業界の活性化」を当社が解決すべき社会課題と位置づ

け、当社の畳製造機械を活用した経営・生産の近代化を提案する構造改革を強力に推進することにより、多く

の畳店で業績が拡大しております。当社は引き続き、新たな補助金を活用して畳製造装置の販売拡大をはかる

とともに、事業収益の安定化に向け、材料・工具・消耗品のネット販売にも注力し、SNSを活用した販促活動

と組み合わせることで、早期の黒字化を目指してまいります。

○ソリューション＆ネットワーク事業

　ソリューション＆ネットワーク事業は、2.4次産業型企業のさきがけとして令和６年10月に開始し、現在は

クラウドサービスの契約顧客を増やしながら事業基盤を構築しております。2.4次産業型企業は、当社がオリ

ジナル商品のメーカーとして長年蓄積してきた顧客基盤、販売ルート、ITシステム・機器の開発力などの無形

資産を組み合わせ、新たな商品・サービスや付加価値、顧客層の創出を目指すものです。今後もインテリア事

業・畳事業との連携を強化し、着実に事業基盤を拡大してまいります。

コンシューマセグメント

　コンシューマ事業では、葬祭業者の新規開拓による棺用畳の販売促進に加え、スポーツ・フィットネス施設

向け新商品の開発や、学童・デイサービス施設、長距離フェリーなどの新市場における需要拡大を進めており

ます。

　また、サステナブル・リノベーション事業では、全国各地のJAとのコラボによる一般住宅向け畳替え事業で

創出した受注ルートを活用し、太陽光発電システム・蓄電池とリフォーム工事を組み合わせた提案により、事

業拡大に向けた活動を強化しております。これらの施策を通じて、安定的に利益を確保できる事業体質の強化

をはかってまいります。

インダストリーセグメント

○産業機器事業

　産業機器事業では、企業の活発な設備投資を受注拡大につなげ、複数の大型受注先の開拓と定着により、さ

らなる事業規模の拡大を目指してまいります。具体的には、二次電池製造装置、脱炭素関連装置、温度センサ

ー製造装置など、エネルギー・環境・電気電子等広範な社会インフラ分野の大手企業からの引き合いに、引き

続き積極的に対応してまいります。また、労働力不足という社会課題解決のニーズの高まりを、産業機器事業

拡大の絶好のチャンスと位置づけ、コア技術を活用した自動化・省力化機器の引き合い対応を一層推進してま

いります。
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○食品機器事業

　食品機器事業では、主力商品であるマルチディスペンサーについて、大手飲食チェーンの追加並びに新規の

入替需要を確実に取り込むとともに、新たな飲食チェーンの開拓を進めてまいります。また、労働力不足が深

刻な飲食業界の省力化ニーズに対応するため、産業機器事業と連携し、新分野の自動化・省力化機器の開発を

推進してまいります。

ニュー・インダストリーセグメント

　本セグメントの子会社株式会社ＲＯＳＥＣＣは、得意とするロボット制御技術を生かした製造工程の省力化

システムを主力とし、自動車業界および住設機器関連業界を主要市場としております。今後は、同社が従来か

ら進めてきた独自の市場開拓に加え、新たなコア技術の獲得並びに当社技術とのシナジーをさらに高め、新た

な市場を開拓してまいります。

　以上により、令和９年９月期の連結決算の業績見通しは、売上10,670百万円（前期比7.7％増）、営業利益355百

万円（同36.1％増）、経常利益325百万円（同55.1％増）、親会社株主に帰属する当期純利益210百万円（同40.1％

増）を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループの事業は国内に限定されているため、日本基準に基づき連結財務諸表を作成しております。

- 5 -

KLASS株式会社（6233） 令和８年９月期 決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(令和７年９月30日)

当連結会計年度
(令和８年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,308,567 1,429,735

受取手形 194,974 238

売掛金 1,088,077 1,211,328

契約資産 45,226 5,271

電子記録債権 1,129,651 928,277

商品及び製品 881,902 828,991

仕掛品 199,618 165,764

原材料及び貯蔵品 271,098 265,482

未収入金 87,952 31,874

その他 116,083 46,725

貸倒引当金 △547 △398

流動資産合計 5,322,606 4,913,291

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,443,813 4,446,067

減価償却累計額 △2,473,846 △2,574,953

建物及び構築物（純額） 1,969,966 1,871,113

機械装置及び運搬具 647,755 661,598

減価償却累計額 △490,639 △522,354

機械装置及び運搬具（純額） 157,116 139,244

土地 1,413,808 1,413,808

リース資産 116,846 106,738

減価償却累計額 △60,282 △52,405

リース資産（純額） 56,564 54,332

建設仮勘定 7,165 34,854

その他 479,747 480,624

減価償却累計額 △466,343 △461,599

その他（純額） 13,403 19,025

有形固定資産合計 3,618,024 3,532,379

無形固定資産

ソフトウエア 43,300 31,410

ソフトウエア仮勘定 9,998 2,338

その他 5,772 4,375

無形固定資産合計 59,071 38,124

投資その他の資産

投資有価証券 94,704 111,114

退職給付に係る資産 223,402 250,589

繰延税金資産 126,320 123,102

保険積立金 197,918 214,227

その他 138,138 142,611

貸倒引当金 △860 △920

投資その他の資産合計 779,622 840,724

固定資産合計 4,456,719 4,411,229

資産合計 9,779,325 9,324,520

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(令和７年９月30日)

当連結会計年度
(令和８年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 584,434 517,332

電子記録債務 919,619 493,258

契約負債 9,650 12,465

短期借入金 1,780,000 2,010,000

１年内返済予定の長期借入金 272,858 272,858

リース債務 13,632 14,669

未払金 172,314 153,156

未払法人税等 82,819 28,174

未払消費税等 44,635 57,022

賞与引当金 180,347 182,434

役員賞与引当金 8,930 8,300

製品保証引当金 20,108 9,566

その他 75,930 78,896

流動負債合計 4,165,280 3,838,136

固定負債

長期借入金 1,765,210 1,497,462

リース債務 33,902 32,894

役員退職慰労引当金 318,200 337,500

退職給付に係る負債 411,034 383,271

その他 19,387 19,387

固定負債合計 2,547,734 2,270,515

負債合計 6,713,015 6,108,652

純資産の部

株主資本

資本金 631,112 631,112

資本剰余金 481,062 481,062

利益剰余金 1,958,936 2,054,946

自己株式 △86,433 △67,870

株主資本合計 2,984,678 3,099,251

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 29,747 40,676

退職給付に係る調整累計額 51,884 75,939

その他の包括利益累計額合計 81,631 116,616

純資産合計 3,066,309 3,215,868

負債純資産合計 9,779,325 9,324,520
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　令和６年10月１日

　至　令和７年９月30日)

 当連結会計年度
(自　令和７年10月１日

　至　令和８年９月30日)

売上高 9,569,361 9,909,321

売上原価 6,500,395 6,763,065

売上総利益 3,068,966 3,146,256

販売費及び一般管理費 2,801,450 2,885,368

営業利益 267,516 260,887

営業外収益

受取利息 1,096 1,890

受取配当金 425 489

受取保険金 1,135 7,357

補助金収入 26,201 21,480

スクラップ売却益 2,366 3,803

その他 5,307 4,625

営業外収益合計 36,534 39,645

営業外費用

支払利息 42,734 56,564

支払手数料 6,405 26,120

為替差損 1,392 2,416

その他 2,844 5,923

営業外費用合計 53,377 91,025

経常利益 250,672 209,507

特別利益

固定資産売却益 727 －

投資有価証券売却益 － 361

特別利益合計 727 361

特別損失

減損損失 － 13,830

特別損失合計 － 13,830

税金等調整前当期純利益 251,399 196,038

法人税、住民税及び事業税 90,426 59,534

法人税等調整額 △11,766 △13,415

法人税等合計 78,660 46,118

当期純利益 172,739 149,919

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 172,739 149,919

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　令和６年10月１日

　至　令和７年９月30日)

 当連結会計年度
(自　令和７年10月１日

　至　令和８年９月30日)

当期純利益 172,739 149,919

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11,852 10,929

退職給付に係る調整額 88,671 24,055

その他の包括利益合計 100,523 34,984

包括利益 273,263 184,904

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 273,263 184,904

非支配株主に係る包括利益 － －

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 631,112 481,062 1,840,105 △49 2,952,232

当期変動額

剰余金の配当 △53,909 △53,909

親会社株主に帰属する
当期純利益

172,739 172,739

自己株式の取得 △86,384 △86,384

自己株式の処分 －

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 118,830 △86,384 32,446

当期末残高 631,112 481,062 1,958,936 △86,433 2,984,678

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価
証券評価差
額金

退職給付に
係る調整累
計額

その他の包
括利益累計
額合計

当期首残高 17,894 △36,787 △18,892 2,933,339

当期変動額

剰余金の配当 △53,909

親会社株主に帰属する
当期純利益

172,739

自己株式の取得 △86,384

自己株式の処分 －

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

11,852 88,671 100,523 100,523

当期変動額合計 11,852 88,671 100,523 132,969

当期末残高 29,747 51,884 81,631 3,066,309

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　令和６年10月１日　至　令和７年９月30日）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 631,112 481,062 1,958,936 △86,433 2,984,678

当期変動額

剰余金の配当 △53,909 △53,909

親会社株主に帰属する
当期純利益

149,919 149,919

自己株式の取得 －

自己株式の処分 18,562 18,562

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 96,010 18,562 114,573

当期末残高 631,112 481,062 2,054,946 △67,870 3,099,251

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価
証券評価差
額金

退職給付に
係る調整累
計額

その他の包
括利益累計
額合計

当期首残高 29,747 51,884 81,631 3,066,309

当期変動額

剰余金の配当 △53,909

親会社株主に帰属する
当期純利益

149,919

自己株式の取得 －

自己株式の処分 18,562

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

10,929 24,055 34,984 34,984

当期変動額合計 10,929 24,055 34,984 149,558

当期末残高 40,676 75,939 116,616 3,215,868

当連結会計年度（自　令和７年10月１日　至　令和８年９月30日）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　令和６年10月１日

　至　令和７年９月30日)

 当連結会計年度
(自　令和７年10月１日

　至　令和８年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 251,399 196,038

減価償却費 187,359 195,783

減損損失 － 13,830

貸倒引当金の増減額（△は減少） 816 △88

製品保証引当金の増減額（△は減少） 7,889 △10,542

賞与引当金の増減額（△は減少） 27,575 2,087

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 2,430 △630

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △51,735 △27,762

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △88,120 △27,187

退職給付に係る調整累計額の増減額（△は減少） 88,671 24,055

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 18,200 19,300

投資有価証券売却損益（△は益） － △361

受取利息及び受取配当金 △1,521 △2,379

支払利息 42,734 56,564

支払手数料 6,405 26,120

受取保険金 △686 △7,357

補助金収入 △26,201 △21,480

売上債権の増減額（△は増加） 149,167 369,718

棚卸資産の増減額（△は増加） 21,124 92,380

仕入債務の増減額（△は減少） △170,665 △492,401

契約負債の増減額（△は減少） △107,118 2,815

未払金の増減額（△は減少） 11,451 △22,184

未払又は未収消費税等の増減額 △15,314 12,387

その他 40,646 80,191

小計 394,508 478,898

利息及び配当金の受取額 1,293 2,057

利息の支払額 △41,237 △56,505

保険金の受取額 41,184 7,357

補助金の受取額 26,201 21,480

法人税等の支払額 △33,842 △113,054

法人税等の還付額 8,899 1

営業活動によるキャッシュ・フロー 397,008 340,235

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △3,600 △33,653

有形固定資産の取得による支出 △49,955 △69,363

有形固定資産の売却による収入 800 －

無形固定資産の取得による支出 △23,299 △16,414

投資有価証券の売却による収入 － 452

その他 △35,332 △19,376

投資活動によるキャッシュ・フロー △111,389 △138,355

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △120,000 230,000

長期借入れによる収入 86,400 －

長期借入金の返済による支出 △258,938 △267,748

リース債務の返済による支出 △16,995 △15,044

自己株式の取得による支出 △86,384 －

自己株式の処分による収入 － 18,562

配当金の支払額 △53,909 △53,909

その他 △6,382 △26,225

財務活動によるキャッシュ・フロー △456,210 △114,365

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △170,591 87,514

現金及び現金同等物の期首残高 1,064,646 894,055

現金及び現金同等物の期末残高 894,055 981,570

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（追加情報）

（従業員持株会信託型ESOP）

　当社は、令和７年８月８日開催の取締役会決議に基づき、福利厚生の一環として、従業員インセンティブ・

プラン「従業員持株会信託型ESOP」を導入しております。

①取引の概要

　当社は、「KLASS従業員持株会」（以下、「持株会」といいます。）に加入する当社社員のうち、一定の

要件を充足する者を受益者とする信託（以下、「持株会信託」といいます。）を設定しました。

　持株会信託は令和７年９月より４年間にわたり持株会が取得すると見込まれる数の当社株式を、借入によ

り調達した資金で予め取得しました。その後、持株会による当社株式の取得は、持株会信託により行ないま

す。なお、当社は、持株会信託の当該借入に対し保証を行なっております。

②信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額により、純資産の部に自己株式として計上しておりま

す。

　当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末86,384千円、201,500株、当連結会計年度末

67,821千円、158,200株であります。

③総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　当該借入金の帳簿価額は、前連結会計年度末86,400千円、当連結会計年度末69,909千円であります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び経営成績を評価するために、定期的な検討をおこなう対象となっているもの

であります。当社は、製品別及びマーケット別のセグメントから構成されており、「プロフェッショナ

ルセグメント」、「コンシューマセグメント」、「インダストリーセグメント」、「ニュー・インダス

トリーセグメント」の４つを報告セグメントとしております。

　「プロフェッショナルセグメント」は、インテリア事業と畳事業とソリューション＆ネットワーク事

業で構成し、内装施工業者や畳店向けに、インテリア内装施工機器・工具と畳製造装置等の製造販売、

および見積・請求管理クラウドサービスやデジタルプリンター等の販売をおこなっております。「コン

シューマセグメント」は、BtoCビジネスの位置づけで、コンシューマ事業、ソーラー・エネルギー事

業、売電事業で構成し、個人及び法人向けに柔道畳や葬祭用畳、お風呂用畳等の特殊機能畳の製造販

売、畳工事の仲介、ソーラー発電システムの設置工事、売電事業をおこなっております。「インダスト

リーセグメント」は、産業機器事業、食品機器事業で構成し、法人向けに、顧客仕様による工場生産設

備、飲食店向けディスペンサー等の製造をおこなっております。「ニュー・インダストリーセグメン

ト」は、令和２年10月１日に子会社化した株式会社ＲＯＳＥＣＣをセグメントとしております。同社

は、主として自動車業界向けに、ウォータージェット技術、ロボット技術を活かした各種の自動化シス

テムの企画・開発・販売をおこなっております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方

針に準拠した方法であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

プロフェッショ
ナル

コンシューマ インダストリー
ニュー・インダ

ストリー

売上高

製品 1,987,835 495,461 1,169,172 655,712 4,308,182

商品 4,692,733 196,163 27,769 135,616 5,052,282

その他 71,734 53,890 30,109 53,161 208,895

顧客との契約から

生じる収益
6,752,303 745,516 1,227,051 844,490 9,569,361

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 6,752,303 745,516 1,227,051 844,490 9,569,361

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 7,979 7,979

計 6,752,303 745,516 1,227,051 852,469 9,577,340

セグメント利益又は

損失（△）
△90,070 20,325 239,944 83,779 253,979

セグメント資産 5,011,006 533,544 1,083,531 981,695 7,609,778

その他の項目

減価償却費 81,116 21,371 29,388 6,216 138,093

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
38,345 1,528 2,515 21,387 63,776

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解

情報

前連結会計年度（自　令和６年10月１日　至　令和７年９月30日）
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

プロフェッショ
ナル

コンシューマ インダストリー
ニュー・インダ

ストリー

売上高

製品 1,996,125 498,003 1,587,152 533,295 4,614,576

商品 4,739,614 198,889 15,376 135,465 5,089,346

その他 73,917 48,385 29,469 53,625 205,398

顧客との契約から

生じる収益
6,809,657 745,277 1,631,999 722,386 9,909,321

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 6,809,657 745,277 1,631,999 722,386 9,909,321

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 1,623 1,623

計 6,809,657 745,277 1,631,999 724,009 9,910,944

セグメント利益又は

損失（△）
△108,178 5,502 293,670 48,420 239,414

セグメント資産 4,460,734 480,504 1,341,657 912,875 7,195,771

その他の項目

減価償却費 86,848 22,097 32,666 7,452 149,065

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
45,631 2,125 4,654 43,810 96,222

（単位：千円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 253,979 239,414

セグメント間取引消去 13,536 21,472

連結財務諸表の営業利益 267,516 260,887

（単位：千円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 7,609,778 7,195,771

全社資産（注） 2,169,547 2,128,749

連結財務諸表の資産合計 9,779,325 9,324,520

当連結会計年度（自　令和７年10月１日　至　令和８年９月30日）

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事

項）

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない現金及び預金等であります。

- 15 -

KLASS株式会社（6233） 令和８年９月期 決算短信



（単位：千円）

その他の項目

報告セグメント計 調整額　（注） 連結財務諸表計上額

前連結

会計年度

当連結

会計年度

前連結

会計年度

当連結

会計年度

前連結

会計年度

当連結

会計年度

減価償却費 138,093 149,065 49,266 46,717 187,359 195,783

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
63,776 96,222 42,834 12,389 106,610 108,612

（単位：千円）

プロフェッショ
ナル

コンシューマ インダストリー
ニュー・インダス

トリー
計

減損損失 13,830 － － － 13,830

（注）調整額は以下のとおりであります。

(1)減価償却費の調整額は、報告セグメントに帰属しない全社費用であります。この調整額はセグメン

ト利益又は損失の算定にあたって各報告セグメントに配賦しております。

(2)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、管理部門及び研究開発部門に係る設備投資額

であります。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　令和６年10月１日　至　令和７年９月30日）

　該当事項はありません。

当連結会計年度（自　令和７年10月１日　至　令和８年９月30日）

（注）「プロフェッショナル」セグメントの金額13,830千円は、将来の収益見込みのないソフトウエア資産に対する減損

損失であります。

前連結会計年度
（自　令和６年10月１日

至　令和７年９月30日）

当連結会計年度
（自　令和７年10月１日

至　令和８年９月30日）

１株当たり純資産額 590円88銭 614円57銭

１株当たり当期純利益 32円12銭 28円76銭

前連結会計年度
（自　令和６年10月１日

至　令和７年９月30日）

当連結会計年度
（自　令和７年10月１日

至　令和８年９月30日）

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 172,739 149,919

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益（千円）
172,739 149,919

普通株式の期中平均株式数（株） 5,378,778 5,213,114

（１株当たり情報）

(注)１.潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.従業員持株会信託型ESOPに係る信託口が保有する当社株式を、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式

総数から控除する自己株式に含めております。なお、信託が所有する期末自己株式数は、前連結会計年度は

201,500株であり、当連結会計年度は158,200株であります。また、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均

株式数から控除する自己株式に含めております。なお、信託が所有する自己株式の期中平均株式数は、前連結

会計年度は12,222株であり、当連結会計年度は177,809株であります。

３.１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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